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研究成果の概要（和文）： 
未婚就労女性のための性感染症予防行動・検査受診行動支援プログラムを開発した。プログ

ラムは，講義 35 分・視聴覚教材の視聴 DVD 13 分（研究者制作）・参加者各自実施の技術演習
12 分の 1 セッション 60 分の構成であり，資料冊子（研究者制作）も配布した。未婚就労女性
を対象に準実験方法でプログラム効果を検証した。結果，プログラムに参加した女性は性感染
症に関する知識と予防のための技術を向上させた。このプログラムは，職場において実施可能
で産業保健（看護）で活用できる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The program for unmarried working women was developed to promote their 

preventive health behavior against STI (sexually transmitted infections) by improving 
their knowledge and awareness of STI prevention, and thus enhancing their 
self-efficacy in using a condom and having checkups. In the intervention group, the 
knowledge of STI and techniques using a condom properly of unmarried working 
women were improved. It also enhanced their self-efficacy in condom use. As a result, 
their behavior for safer sex was encouraged. Since the program only requires 60 
minutes per session, it is feasible in the workplace, and applicable to occupational 
health nursing. 
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１．研究開始当初の背景 
性感染症が，わが国では増加の一途にある。

特に性器クラミジア感染症や性器ヘルペス
感染症患者数は女性が男性よりも多い（国立
感染症研究所感染症情報センター，2007）。

性器クラミジア感染症は女性ではその 4/5，
男性では 1/2 が無症状で存在するとされる
（熊本，2001）。性感染症感染者はヒト免疫
不全ウィルス（以下，HIV）感染に対する脆
弱性も高まり， HIV に３～４倍感染しやす
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い（Wasserheit，1992）。 
わが国の HIV 感染者数は先進国では唯一

年々増加を続けており，また悪性ヒト乳頭種
ウィルス（以下，HPV)感染は子宮頸がん発
症に関連がある。わが国の子宮頸部がんは，
若い年齢層の罹患率が増加傾向にある（日本
産婦人科学会婦人科腫瘍委員会，2005）。さ
らに，STI は生殖機能においては不妊症や子
宮外妊娠の原因にもなり（河上，青木，1995），
妊娠継続や新生児にも悪影響をおよぼす（竹
田，木下，1995）。よって HIV 感染を含め
た性感染症予防への啓発が強く求められる。
性感染症の予防には，コンドーム使用のみな
らず，まず自己およびパートナーの感染の有
無の確認が重要であり，また早期発見による
早期治療によって性感染症の蔓延を防ぐこ
とができる。 

わが国の性行為の初経験年齢は年々低下
し，経験率も増加している。また晩婚化が進
み，女性が未婚のまま就労している期間は長
くなってきており，産業保健においても未婚
就労女性に対して性感染症予防に対する取
り組みが望まれる。未婚就労女性の性感染症
に関する知識は乏しく，性感染症予防に関す
るニーズが存在する（斉藤ら，2007）。よっ
て，未婚就労女性への介入は，性の健康に対
する建設的思考や行動，不妊症予防による少
子化を防ぐためのターニングポイントとも
なる。現在，わが国では未婚就労女性を対象
とした性感染症予防に関するプログラムは
見あたらない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は，未婚就労女性のための性
感染症予防行動・検査受診行動支援プログラ
ムを開発し，その効果を評価することである。 
 
３．研究の方法 
研究１）未婚就労女性のための性感染症予防
行動・検査受診行動支援プログラムの開発 

未婚就労女性のための性感染症（以下，
STI）予防行動・検査受診行動支援プログラ
ム（以下，プログラム）を構築するために，
大阪府下の A 事業所の未婚就労女性 4 名（年
齢 22～32 歳）を対象にフォーカスグルー
プ・インタビュー（以下 FGI）を実施した。 

研究の倫理的配慮に関しては大阪府立大
学看護学部研究倫理委員会の承認を得た。 

結果，プログラムに必要・適切な要素とし
て，内容（コンテンツ）については以下の 8
カテゴリーを抽出した。 
① 「具体的でわかりやすい」 
② 「身近に感じられる」 
③ 「ありきたりでない」 
④ 「教示的でない」 
⑤ 「時代に即した映像」 
⑥ 「最新の情報」 

⑦ 「資料の配布」 
⑧ 「配付資料と映像の連携」 
また，企画・運営（アプローチ）に関して

は，以下の 10 カテゴリーを抽出した。 
① 「１回完結型」 
② 「選べる日程」 
③ 「仕事終了後」 
④ 「1 回１時間以内」 
⑤ 「質問時間の設定」 
⑥ 「会社内」 
⑦ 「小集団」 
⑧ 「女性専門家による」 
⑨ 「男性職員への配慮」 
⑩ 「参加意欲を増す広告」の 
さらに文献検討の結果を踏まえ，保健信念

モデル，社会的学習理論を用いて，プログラ
ムを開発した。 
プログラムは，STI 予防に関する知識・意

識の向上を図り，コンドーム使用の自己効力
感や検査受診の自己効力感を高め，STI 予防
行動・検査受診行動を促進することを目的と
したものである。プログラムは参加者数を少
集団単位（10 人以下）とし，プログラムは講
義 35 分・婦人科の特徴や受診方法に関する
視聴覚教材「婦人科へ行こう！貴方のヘルス
チェックのために」の視聴 DVD 13 分（研究
者制作，フルカラー）・コンドーム装着トレ
ーニング用模型を用いた参加者各自が実施
する技術演習 12 分，質疑応答の 1 セッショ
ン 60 分の構成である。研究者が制作した資
料冊子「女性のための健康講座 正しく知り
ましょう。自分の身体と守り方－性感染症予
防を中心に－」（バイブルサイズ，フルカラ
ー，全 33 頁）を教材として参加者各自に配
布する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1 DVD のジャケット 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 資料冊子の表紙 
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方法２）性感染症予防行動・検査受診行動支
プログラムの検証 
【対象】 

大阪府下のサービス業種 1事業所の未婚就
労女性，介入群 8 支店 47 名，対照群 7 支店
48 名の計 95 名である。 
【方法】 

1）研究デザイン：準実験研究 2）方法：対
象を支店（cluster）単位で人数がほぼ同数に
なるよう割り付けた。介入群を小集団に分け，
事業所内で研究者自身がプログラムを実施
した。参加者は 44 名であった。3）データ収
集・分析方法：無記名自記式質問紙調査をベ
ースライン，介入直後，フォローアップ 2 回
（1 ヵ月後，3 ヵ月後）と半構成的個人面接
調査を実施した。質問紙調査の内容は， 
自尊感情尺度（菅，1978），一般性自己効力
感尺度（坂野と東條，1993），コンドーム自
己効力感測定日本語版尺度（野々山ら，2003），
研究者が作成した性感染症に関する知識，意
識，コンドーム使用時の負担の認知，セーフ
ァー・セックス行動，検査受診行動等であっ
た。4)統計的解析は SPSS16.0J for Windows
を用い，有意水準は 5％とした。質的データ
は，内容分析を行った。5）研究の倫理的配
慮に関しては大阪府立大学看護学部研究倫
理委員会の承認を得た。 
 
４．研究成果 

2 回目のフォローアップを回収できた介入
群 36 名（回収率 81.8％），対照群 36 名（回
収率 75.0％）を分析対象とした。平均年齢は
介入群27.6±7.73歳，対照群26.1±6.30歳で，
ベースラインの調査項目に両群に差はなか
った（表 1）。 

１）STI に関する知識 
STI 知識得点は，介入群はプログラム参加

直後に上昇しフォローアップでもベースラ
インより有意に高い得点が持続し，対照群よ
り有意に高い得点であった（図 1）。 

STI の 12 疾患中 6 疾患の認知度は，ベー
スラインでは 50％以下であった。フォローア
ップでは，介入群はベースラインより有意に

高い認知度になり，また対照群より有意に高
い割合であった（図 2）。 
 
２）STI に関する意識 

STI 感染による「健康への恐れ」は，両群
とも 80％以上の女性が恐れており介入によ
る変化はなかった。 

「感染の可能性」が高いと認知していた女
性は 20％代で両群に差はなく介入による変
化はなかった。 
 
３）コンドームの正しい着脱法の認知 
コンドームの正しい着脱法について，介入

群はその認知の割合がフォローアップでは
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６）STI 予防行動 ベースラインよりも高くなり，対照群より有
意に高い割合であった（表 2）。 毎回コンドームを使用した割合は介入群

が対照群より有意に高かった（図 4）。また，
パートナーとのコミュニケーションは介入
群が対照群より高い割合であった。 

 
４）コンドーム使用の自己効力感 
コンドーム使用自己効力感尺度得点につ

いては，介入群は介入直後に上昇し，フォロ
ーアップもベースラインより有意に高い得
点であったが，対照群もベースラインより上
昇し両群に差はなかった（図 3）。 

 

 
７）検査受診行動 
婦人科を受診した女性は 10%代で介入群

と対照群の両群に差はなかった（表 6）。HIV
抗体検査受診者は介入群 1 名であった。 

５）婦人科のイメージ 
介入群では「女性の味方」のイメージがベ

ースラインより有意に高くなったが，その他
のイメージに変化はなく両群間に差はなか
った（表 3，4）。 

 
表 6 婦人科受診行動 

 
【考察】 

開発した未婚就労女性のための性感染症
予防行動・検査受診行動支援プログラムは，
未婚就労女性の HIV を含む STI に関する知
識を増加させ，その知識を 3 ヶ月間継続させ
る効果があることが明らかになった。模型を
用いた技術演習は，各自が実施したため正し
いコンドームの着脱の理解を促進させると
考える。小集団でプログラムを実施し，技術
演習を取り入れる方法は，参加者が自分のこ
ととしてとらえることに効果的である。 

研究者が制作した視聴覚教材 DVD「婦人
科へ行こう！貴方のヘルスチェックのため
に」の視聴は婦人科未受診者には有効であっ
たが，本研究対象の約 50％の女性がすでに婦
人科受診経験があったため，DVD 部分は対
象によって選択できるプログラム構成の工
夫が必要である。 

今回のフォローアップ期間 3 ヶ月では，プ
ログラムが自覚症状のない女性の検査受診
行動を促進できるものであるか否かの判断
は困難であり，フォローアップ期間は 1～2
年は必要であると考える。 
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【結論】 
未婚就労女性のための性感染症予防行

動・検査受診行動支援プログラムを開発した。
プログラムは，講義 35 分・視聴覚教材の視
聴 DVD 13 分（研究者制作）・参加者各自実
施の技術演習 12分の 1セッション 60分の構
成であり，資料冊子（研究者制作）も配布し
た。 

未婚就労女性を対象に準実験方法でプロ
グラムの効果を検証した。結果，プログラム
は，未婚就労女性の STI に関する知識とコン
ドーム使用の正しい知識と技術を向上させ，
セーファー・セックス行動の毎回コンドーム
使用を促進させた。また，パートナーと STI
予防についてのコミュニケーションにも役
立つものであった。 

このプログラムは，１セッション 60 分の
ため，職場において実施可能であり，産業保
健（看護）で活用できる。 

 
【研究の限界と今後の課題】 

本研究はフォローアップ調査の回収率か
ら，STI に対する未婚就労女性の高い関心の
表れととらえる。しかし研究実施場所の地域
性や事業所の特徴が存在することも考えら
れる。プログラムの効果をより正確に検証す
るためには，対象を増やし，1～2 年間のフォ
ローアップ期間を設定して実施する必要が
ある。 
プログラムは，パワーポイント教材，DVD

視聴覚教材，資料冊子，模型を活用した技術
演習を用いることで，プログラムの実施者の
能力や個人差を少なくし効果を発揮する，つ
まりプログラム参加者に一定の知識・情報や
技術の習得を可能にすると考える。しかし成
人期女性、セクシュアリティに十分配慮する
プログラム運営が求められる。今後プログラ
ムの普及のために，プログラム実施者に必要
な能力とは何かを明らかにしていくことが
必要である。 
また，成人男性，あるいは男女を対象にし

たプログラムの効果の検証も必要であり，婦
人科受診者や HIV 抗体検査受診者へのプロ
グラムの活用の可能性も考えていかなけれ
ばならない。 
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